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沖縄における地域の共同性と青年の主体形成を促す  

地域文化活動に関する研究  

山 城 千 秋  

1．青年の主体的な参加のために  

本論の目的は，青年の主体性について地域の歴史・文化社会変動との関連性を踏まえながら，  

青年会における地域文化活動，特に民俗芸能の伝承過程をもとに考察を加えることである。一般に  

沖縄の青年は，失業率が高いにもかかわらず，あえて県内で働き口を見つけようとする。それでは，  

なぜ青年たちは沖縄を志向し，あるいはいったん島／シマを離れたとしても，再び島／シマに帰る  

ことを願うのか，ひいては「生まり島」で生きることを選択した彼らの主体性は，地域との関係に  

おいてどのように形成されているのか，というのが本論の基本的な問題意識である。   

確かに沖縄の失業率は，復帰後一貫して全国平均を上回り，約30年間全国一高い水準のままであ  

るが，別な見方をすれば新規学卒者の多さや，地元への就職志向など豊富な若年労働力が県内に潜  

在していることを意味している。県民所得にしても，出生率の高い沖縄では多くの子どもや失業者  

が含まれるため，実際には幸福感やユイマールなどの豊かさを反映していない。さらに復帰前の出  

稼ぎブームの頃，青年の県外就職が増加したことを受け「日本中でもっとも烈しい過疎県になるお  

それがある」（1）という危倶がなされたが，実際には青年が経済的理由で一時期移動することはあっ  

ても，物質的豊かさよりも家族や親族，地域生活における文化的豊かさを選択する青年の方が，復  

帰後の「本土並み」政策に反して増加しているといえる。   

このように，沖縄の内発的発展における人的条件は整っているが，問題はこれらの可能性を現実  

に転化できる青年の主体性，つまり人材の育成が肝要である。青年の県内志向は，ある意味で郷土  

愛の表れと言えなくもない。基地返還や沖縄の歴史・文化をふまえた地域の内発的・自立的で維持  

可能な発展のためには，地域における人間関係や相互扶助機能の再形成が必要であり，それを進め  

る上で，青年の地域自治への参加が不可欠となっているのである。   

本論では，こうした地域課題に応えうる青年会の活動と青年の主体性に焦点を合わせて述べてい  

く。具体的には，八重山の青年会と地域の共同性から青年の役乱 主体性の盛衰を戦後の社会変動  

から明らかにする。同時に，今日の青年たちが担う地域文化の一つである民俗芸能の伝承過程にお  

ける「わざ」の習得と主体性の関わりを教育学の課題として検討することを試みる。その調査対象  

として取り上げる八重山の島々は，相互に影響しあいながらも固有の文化をもち，今なお独自性を  

強く持つ，広範で複雑な島惧空間を形成している。本土との所得格差は大きく，労働や教育，医療，  
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福祉などを含めた生活条件が厳しいことから，若年層の減少や出生率の低下，高齢者の増加が続き，  
シマチャビ  

いわゆる孤島苦は未だに今日的課題として残存している。しかし，雇用状況が厳しいにもかかわら  

ず，「生まり島」への能動的Uターンを選択し，青年会活動を介して地域課題と対抗する青年たち  

が数多くみられる。日本の多くの島々が過疎化と高齢化で閉塞状況にあるなかで，島／シマの維持  

可能な発展を青年の主体性に注目しながら論じることは，きわめて重要な今日的課題であろう。  

2．地域の共同性と青年の主体形成の歴史的変遷  

本節では，八重山の青年および青年会と地域の共同性の結合を歴史的視点から現代を照射するこ  

とにする。八重山の戟後社会教育は，沖縄島とは異なる沖縄戦，軍政統治，そして自治政府結成な  

ど，独自の歩みを形成してきた。このような異なる条件下にあっても，地域の復興や公民館建設に  

尽力したのは，青年および青年会であった。その青年会の活動内容は地域の歴史性，個性に関わっ  

て，実に多彩である。したがって，まず戦後八重山地域と青年会の共同性・主体性に焦点化して，  

歴史的変遷という縦軸から明らかにし，具体的には石垣市字宮良を事例に実証を試みる。歴史を振  

り返るに当たって，大まかな日寺期区分として戟後復興から日本本土復帰，そして復帰後から今日ま  

でを二分して考察する。  

（1）米軍統治下の地域自治（1945～1972年）   

沖縄戦当時，八重山は地上戟聞こそなかったものの，軍による強制移動や山岳地帯への避難によっ  

て，マラリアの猛威にさらされ，戦争による犠牲者よりも多くの死亡者を出した。戟後の八重山は，  

敗戟とともに日本政府や県庁との交渉を断たれ，物資供給も途絶した。完全に孤立した島では，マ  

ラリアの猫狭，食糧難，治安の乱れなど，住民生活は不安を極め，地域社会は混乱した。こうした  

なか，敗戦の年の10月頃，各字青年層によって夜警団が結成され，それが戦後最初の青年活動となっ  

た。その後，同年12月28日に再発足した八重山支庁文化部は「社会教育の一部面として青年団を結  

成することを，各字代表に要望」（2）し，それに呼応する形で各地に青年会が再結成されるようにな  

る。   

戦後の1945年12月，軍政府によって設立された八重山支庁文化部は，同年以降の八重山の教育状  

況をまとめ，戟後青年会の再結成過程について次のように述べている（3）。   

終戦後のこんとんたる社会情勢は若い青年に希望を失わせ，その修養機関である青年会もその進むべき方向に  

迷い，自暴自棄の状態であった。文化部（現文教部）はそれをうれえ，一九四六年四月十六日，当時の軍政官ラ  

ブレス中尉を囲み青年会のあり方，米国の青少年の活動を聞くの会を開き，青年に希望を与え，大いに得るとこ  

ろがあった。   

その後文化部では青年団の組織並びに指導方針を明かにし新しい時代の青年団としての指導強化につとめた。  

一九四七年五月従来の青年団の名称を青年会に改めて，さらにその運営について各会の幹部と懇談をして，自主  

的運営を奨励した。現在本群島内の青年会の数は二十，会員は四千有余，実に力強いものがある。最近青年会は  
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連合青年会の必要をみとめ，すでに西表，与那国には結成され，一九五○年には，大浜町一円の連合青年会結成  

を見，全八重山の青年会結成の気運も情勢されつゝある。   

終戦を迎えた宮良でも，村や支庁からの資金補助もないまま，戟後復興を住民の自力によって行  

わざるを得なかった。そのなかで青年たちは，戦前の自警団を経て青年会を再結成することになる。  

地域の復興はまさしく「ゼロからの出発」であり，青年会活動も必然的に地域の住民生活・労働・  

生産の再生をめざすものとなっていた（4）。なかでも，戟前の神道思想に基づく国民儀礼重視によっ  

て抑圧されてきた伝承文化の復活は，地域の共同性の発揚となって取り組まれた。1948年には獅子  

頭を新造し，同年10月には戟後初となる獅子の舞初め披露の祝宴を開催，1950年には結願際を復活  

させるなど，地域復興と生産の向上を願う伝承文化の復活は，地域自治の歴史性を維持可能にする  

ためには必然的なものであった。   

終戦から10年を経過した1956年当時の宮良青年会の状況を見ると，会員数120名（うち女性37名），  

年齢は男性が16～25歳，女性16～23歳であった。主な活動は，公民館建設，甘藷植え付け，視察旅  

行，女子研究発表会，造林となっており（5），終戦直後と比較してもそのほとんどが地域の生産や労  

働に関するもので，活動内容の大きな変化は見られない。ところで，同じ時の沖縄島では，米軍基  

地による軍人を需用者とするサービス産業が成長し，1950年から55年の間に増加した労働者の82．3  

％は第三次産業に従事していた。基地需要による年平均成長率は14．1％であり，基地を持つ島，持  

たざる島の間における経済格差が次第に拡大するようになった（6）。しかし，1950年代の半ば以降，  

日本政府による砂糖，パインに対する特別措置が実施され，石垣島では第一次産業でも自給できる  

ようにはなった。そのことが，農業を基盤とする地域自治の確立を安定的にし，青年が流動化しに  

くい緩やかな社会変動が続く要因となった。   

戟後復興から米軍統治下の時代は，高等弁務官資金の提供があったとはいえ，行政や軍政府に要  

請して生活改善を期待することはほぼ不可能であり，公民館や学校の建設から教職員の俸給，道路  

補修，治安維持，公衆衛生等に至るまで，全てが地域住民の手によってなされてきた。とくに毎月  

のように取り組まれてきた村内道路及び農道の改修整備は，宮良の場合，天（7）の賦役でなされて  

きた。札人の賦役による道路作業は，その後1955年までなされていたが，地域内で管理する農道に  

ついてはその後も賦役がなされ，地域内の道路はその道路に面した人々によって補修されてきたの  

である。このような地域自治の実態は，必然的に地域の共同性を強固にし，互いに支え合い，補い  

合える人間関係を機能し維持してきたと考えられる。また，結願祭の復活や獅子舞，棒技などの伝  

承文化の復興は，青年の主体的参加と結びつきながら，地域外での出演・披露の機会が増えること  

によって，主体性が発揮されていたと考えられる。米軍統治下の時代は，経済的・生産的に苦しい  

ながらも，豊かな地域文化を復活・継承し，創造させてきたといえる。  

（2）日本本土復帰と地域自治（1972～2003年現在）  

地域自治を中心とした住民の生活は，その後日本本土復帰によって大きく様変わりしていく。沖  
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縄では，本土復帰以降，日本政府による巨額の公共投資によって大規模な開発が進められ，土地の  

買い占めや大土木工事，多数労働者の流入などによって，沖縄社会・文化は，急激な変動のなかに  

おかれた。一方八重山は，沖縄から遠く離れているものの，市場経済の浸透と生業形態の変化，さ  

らに流通機構の整備に伴い，とくに石垣市街は観光産業で一変していく。同時に近接する在郷の農  

漁村もまた，その影響を直接的に受け，従来の自給率の高い第一次産業を離れ，利潤度の高い換金  

作物の栽培に転じたり，あるいは工場労働者や企業の従業員となって島を離れる者が増えてきた。   

教育においては，復帰と共に八重山連合区及び三教育区を廃止して教育委員会が設置され，各高  

等学校は県立，各小中学校はそれぞれ市立，町立となった。高校の進学率も上昇し，これまで高等  

学校を卒業しても家業を継ぐのが当然であったのが，卒業後の15歳，18歳で島を離れる青年が急激  

に増え始める（8）。青年の定住と青年会活動の維持は，同じ問題として考えなければならない理由が  

そこにある。   

その青年会活動も，これまで18歳から25歳までの青年で十分活動できたものが，復帰後の社会変  

動によって進学・島外就職で島を離れていくことが当然視されるようになると，青年会自体の縮小  

はやむを得ない状況におかれてきた。沖縄から日本本土への就職が始まったのは1957年であるが，  

当時は沖縄と本土との労働賃金の格差が大きいことを要因に（9），本土への就職が増加した。1966年  

当時においては，沖縄の高校卒業生の13．2％が県外に集団就職し，1969年になると39．8％と激増し，  

いわゆる復帰前の出稼ぎブームがみられた。このような本土への出稼ぎブームは，当然のように宮  

良の青年をも島外へと排出し，その結果，1970年と1972年の「サニズ演劇発表会」は担い手の減少  

によって中止せざるを得ないときがあった。   

しかし，地域の共同性がそれらの要因によって衰退したとは一概に言えない。なぜなら，石垣市  

街へ通勤するサラリーマンや観光業関係者，製糖工場労働者が増え，そのベッドタウンとしての性  

格が強くなったとしても，基本的には農耕・漁労の第一次産業を主たる生業としながら地域の共同  

性を保持するため，伝承文化や祭祀に村する価値を捨てることはないのである。また，青年たちが  

経済的理由で移動することがあったとしても，それは島／シマから都市へという双方的移動がくり  

かえされており，若年層の人口減少が著しいということにはなっていない（10）。要するに青年たち  

は，地域の共同性のなかで成長していく過程で，今日の情報化・多文化社会と接しながらも，逆に  

自らの主体を発揮する場としての地域に気づいていくのではなかろうか。このような生まり島への  

価値と自己の主体性の発見は，石垣島出身の青年で現在大阪に暮らす青年の次のような手記（11）か  

らうかがえる。   

島を離れて，島を見る角度が大きく変わり，いろいろなことに気付かされました。   

石垣島の環境の良さ，食文化歴史，民話に民謡など，石垣島ならではの独特な文化そして海と風，水平線  

と戯れ，大きな青空と色とりどりのにぎやかな海の中，大自然と共に生活している石垣の人々の顔，島にいたこ  

ろとは違った魅力を感じさせられました。   

ほくはつい最近まで，大都会に大いに魅力を感じていて，都会での生活にもあこがれていました。なぜ都会に  

あこがれていたかというと，まず一番大きなことは石垣島にか－ものがたくさんあり，環境も全く異なっていて  
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自分のやりたいこと，興味を持つことがいろいろあるということ。それに都会へ出ることで，自分自身が大きく  

成長できると思ったこと，最後に自分がどんな社会にでも通用する人間になりたかったということです。   

島の魅力に気付いたのは，石垣島から出て島の見方が変わったと言うことと，もう1つの理由は，半年間，地  

元のカマボコ店で仕事をしていたとき，そこで八重山の食文化をまず最初に知り，それから時間が経つにつれ，  

いろいろなお客様からさまざまな話を聞くうちに，八重山の文化と歴史に興味を持って，調べていくにつれ，自  

分の知らなかった石垣島を見つけることができたからです。それから石垣島も大都会に負けないくらいの魅力が  

あることに気付き，独特な文化の奥の深さに驚きました。   

その魅力を感じさせられた今，僕は石垣島で観光，旅行業の職につきたいと思っています。現在，僕は大阪の  

旅行専門学校に通っていて卒業後，石垣島の独特な文化に触れ，雄大な自然の中でたくさんの人々に八重山の文  

化の探さと1つ1つ個性のある島の雰囲気を感じてほしいし，国内旅行でもブランドの1つである沖縄・石垣島  

をたくさんの人々に知ってもらいたいと思う。   

鳥人の1人として八重山を伝え，文化を守っていく。とてもやりがいのある仕事だと思うし，それが僕の一番  

やりたいこと。そして夢です。島の外へ出てみると，違う角度からの石垣島が見えてくる。けっこう石垣のこと  

を知らない人が多いと思う。もう1度，石垣島を見直してはみてはいかがでしょう。   

情報化社会の今日，マスメディアの浸透は，この小さな島の青少年にも中央への魅力を抱かせ，  

同時に学歴社会は，高校卒業者を進学へと後押しする（12）。しかし，前述の青年のように，島を離  

れ島を発見する学習には，その前提に生活に関する日常体験が積み重ねられていることが重要であ  

る。この青年の場合も，石垣島での生活体験を介して島の文化と歴史が自らと関係あることを学習  

している。そのような学習が沖縄青年に共通する「地元志向」の強さに表れており，善し悪しはと  

もかくも，たとえ本土へ行ったとしても，本土での生活は2，3年暮らしてみる場所にすぎない。  

その理由は，中央に向けての単一的ベクトルに影響されない，地域を基盤とした青年の主体性の確  

立に求められよう。青年たちにとって，たとえば東京はいくつもある可能性の一つにすぎず，東京  

に走者せねばならないという使命感は最初からない。つまり「心の中の故郷」としてでなく，現実  

として自分を必要として帰れる故郷があるからであり，「故郷を捨てる」という発想は，主体性と  

関わって非現実的なのである。同様な主体性の確立は，島を離れた人々が都市に結成した郷友会（13）  

においても顕著である。郷友会は，農繁期や祭示巳，祝い事がある度に故郷に戻り，地域の一員とし  

てかつてのような人間関係を再生する。現住地が異なろうと，地域の歴史・文化に培われた主体性  

は，「いずれ帰る故郷」と一体なのである（14）。このように都市化・産業化の変動は，表層的には地  

域の共同性を縮小させたかのように見えるが，青年の主体性を支える伝承文化も帰属意識も地域の  

基礎基盤として，今日でも変わっていないのである。  

3．地域青年会への参加と学習過程分析  

青年教育の課題は，現代青年の実像を把接し，彼らの主体形成の筋道を探る上で，彼らがいかな  

る生活文化とどのような関わり方をしているか，という原点からの問い直しを地域の共同性の再構  

築という課題と関連して捉える時にきている。歴史的に青年は，新しい文化創造の担い手としての  

役割を果たしてきたし，青年が主体性を確立し，将来の人生を貫通していく価値を獲得していく上  
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で，地域文化への参加は今日においても重要な意味をもっている。青年の生活もまた，他者との相  

互依存関係なしに形成されているわけではなく，また地域と関わることなしに，青年は統合的な人  

間性をもつ大人に成長することはできない。こうした地域毎に組織された青年会の動きは，沖縄に  

おける内発的なシマおこしの基盤としての意味をもつだろう。   

ここでは，青年が地域への参加から実践への契機を入れる過程で，自己と地域社会のつながりと  

いう二重の意味を含む主体性をどのように形成させていくのかについて，八重山の青年会貞と，沖  

縄島で都市化の進んだ浦添市内間青年会への質問紙調査結果（15）を比較しながら取り上げてみるこ  

とにする。  

（1）青年会入会への契機   

まず青年が青年会へ入会する契機としてもっとも多かった回答は「友人に誘われて」が全体の36．8  

％であるが，内閣青年会の場合「エイサーがやりたくて」と回答したのが57．1％であり，民俗芸能  

が青年会に入会する契機として大きな位置を占めている。八重山においては，エイサーの伝統がな  

いため求心力は弱いものの，地域に伝承される民俗芸能への関心は高く，たとえば「舞踊を勉強し  

たかったから」（27歳・女性）や「旧盆のアンガマをやりたくて入会したが，三線や獅子舞等たく  

さんの芸能や人に会ってはまってしまった」（29歳・男性），「旗頭をもちたかったから」（22歳・男  

性）などの回答のように，民俗芸能などを契機とした入会者が29．0％となっている。誘う青年会貞  

の友人たちもまた民俗芸能の担い手であることからも，沖縄の青年は民俗芸能への関心から，青年  

会へ入会する傾向が大きいことが示される。また，ある女性は「小学生の時からあこがれてい た。  

やっと入れてうれしい！」（29歳・女性）と述べているように，青年会活動への魅力は，子どもの  

頃から肯定的な影響を与えている。  

（2）青年の職業形態と∪ターン   

青年会に入会するということは，少なくともその青年会が基盤とする地域内に居住していること  

を表している。そして彼らはその生活圏の内外で生業を立てている。青年会貞の職業形態について  

みると，「定期的に勤務」しているのは50．6％，「臨時・不定期に勤務」8．0％，「失業・無業者」6．9  

％となっている。沖縄でもっとも安定している公務員の割合は，八重山では19．4％であるのに対し，  

内聞では皆無である。八重山の場合，公務員や定職に採用されたことを契機に帰島する青年の割合  

が多いことが，数値に反映しているものと思われる。しかし定期的に勤務してはいるものの，土木・  

建設業やサービス業に就く者が多く，景気に左右される業種であるが故，就職しても失業，そして  

転職をくりかえす青年の労働形態が再生産されている。また内聞の場合，高校生を含む学生が42．9  

％を占めており，勤労青年だけで組織されている八重山とは村照的である。   

沖縄の15～29歳の失業率は15．3％（2003年9月）と高いにもかかわらず，彼らが地域に根を下ろ  

し生活していける背景には，ユイマールの考え方や横のつながりを強く意識する人間関係があるか  

らではないか。そのため雇用の安定よりも，地域生活や人間関係を優先にした労働観がみられる。  

一82－   



沖縄における地域の共同性と青年の主体形成を促す地域文化活動に関する研究   

不本意な就職であっても，職を紹介し合える人間関係を重視しており，沖縄で働けることが何より  

も優先されるのである。内聞青年会には，県外の工場等で短期間働く「キセツ」と呼ばれる職業経  

験のある者は33．9％であり，いずれも沖縄に帰ることを前提に高収入を求めての労働である。   

一方八重山では，進学や就職・転職のため那覇や県外へ出て，また島に帰るという双方向的移動  

がくりかえされている。青年会貞についても，80．6％が15～18歳の間に進学や就職のため，いった  

ん島を離れた経験をもつ。そのなかで彼らがなぜUターンして定住を決めたのか。その理由をみる  

と「沖縄では生活・仕事がしやすい」25．8％，「沖縄の良さがわかった」22．6％，「親元に帰って家  

族と暮らしたかった」16．1％の順となっている。その具体的な理由を尋ねたところ，「自分自身親  

と一緒に住みたいと思った。地域行事の音を電話ごしに聞いて，体が燃え上がって戻りたい気持ち  

になった（それまで石垣に戻らず那覇にいようと思っていた）」（30歳・女性），「島を出る時は，絶  

対に戻らないと思ったけど，島を出て外から島を見た時に，今まで興味がなかった民謡とか，料理，  

畑仕事とかがなつかしく思えた。内地の友達に沖縄の事を話すとき，自分が沖縄の事を何も知って  

いないんだと思い，それから急に沖縄・島に村しての気持ちが強くなった」（29歳・男性）と回答  

している。この結果からは，家族や地域とのつながりから自己確認をし，それを踏まえて能動的に  

Uターンした経歴がうかがえる（16）。現在の生活に対する満足度をみても，「どちらかといえば満足  

している」を加えると70．0％に達している。ある青年は「生活のリズムがゆっくりして大変ゆとり  

のある生活を送っている。金はないけど心のゆとり」（27歳・男性）と述べているように，豊かさ  

の指標が家族や地域生活に志向していることを示している。  

（3）地域文化活動への参加と学習の成果   

個々人異なった成育・学歴・職歴をもつ青年が，生まれ育った地域という生活空間だけを共通に  

して青年会活動を展開する。青年会の活動自体も地域に即して実に多様であるが，民俗芸能の継承  

という地域的役割はどこも共通したものである。こうした日々の実践を通して，青年たちは何を学  

習し，何を獲得しているのか。まず都市部の内聞青年会に対しては「青年会活動で得られるものは  

何か」という問いに対し，青年自身の主体性に関する選択肢を複数で回答してもらった。その結果  

は，「友人や仲間が得られる」89．3％，「仕事や勉強のほかに熱中できるものが得られる」62．5％，  

「他の人と共同で働く喜びを味わえる」57，1％，「世間や社会のいろいろなことがわかり目がひらか  

れる」55．4％となっている。   

周知のように内聞区は，那覇に近接していることから，戦後から急速な都市化と人口流入が続い  

ている地域である。今日では旧住民の割合よりも「寄留民」と呼ばれる新住民が大多数を占めるよ  

うになり，人間関係の希薄化，核家族の進行と孤立は，青少年犯罪の高さとなって表れ，深刻な地  

域課題となっている。このような都市のなかにあって，青年会を通して「友人や仲間が得られる」  

ことの意味は小さくない。また異年齢で構成される青年会は，将来への目標をもてずにいる青少年  

をも内包し，彼らとともに「共同で働く喜び」を実践し，そして「熱中できるものが得られる」こ  

とによって，非行防止，青少年育成の役割も担っているのである。  
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八重山の青年たちには，同様な質問を地域の人間関係，生活文化に関する選択肢の中から複数回  

答で答えを得た。 もっとも回答が多かったのは「地域の民俗芸能が踊れたこと」と「地域の人々と  

の交流」がともに66．7％で，次いで「地域の歴史文化がわかったこと」46．7％，「年長者に対する  

礼儀，作法」26．7％の順であった。八重山の青年会活動の中心をなす民俗芸能は，次章で詳しく述  

べるように，青年に対する歴史性と世代性，そして継承性という強い教育的機能をもっている。既  

に回答にもあるように，「地域の人々との交流」という世代性と「地域の歴史文化がわかった」と  

いう歴史性が民俗芸能を媒体に青年へ継承されていくことが，地域の内発的発展のみならず，青年  

の能動的に働きかける主体性においても不可分なことである。   

ちなみに八重山の大人世代を対象に，今日の青年会活動に何を期待しているのかを問うた調査結  

果（17）を見ると，「伝統芸能の継承」が66．4％，次いで「地域行事への積極的な参加」51．3％となっ  

ている。この結果からも，地域行事とそれに伴う民俗芸能の継承は，地域住民にとって青年が担う  

べき明確な役割として認識され，また青年も同様な自覚と主体性を形成していると考えられる。   

以上のことから，沖縄の青年会における青年の主体性には，民俗芸能という動機づけから，地域  

社会への参加者となり，身体を介在させた学習が生起していく過程が確認される。最初は周辺的な  

民俗芸能の「わざ」の獲得をめざすが，次第にその背後に多くの人々の社会的・文化的な，また歴  

史的な営みがあることを認識し，そこに参加している自らを発見する。すなわち，青年の主体性の  

確立とは，地域社会の成貞になること，一人前になることを意味し，その評価と認知は，先行世代  

の地域住民にある。青年会の活動が個人のための営みではなく，当人がそこに属している地域社会  

を想定していることが，「根こぎ感」を排除し，生き生きとした存在感，主体性を形成すると考え  

られる。  

4．伝承文化にみる「わざ」の習得過程一特に民俗芸能を中心に   

（1）「わざ」の世界への視角   

地域には，生活文化を支え，かたちづくる技能が伝承されている。たとえば綱引きの綱を編む，  

豊年祭の踊りに使う小道具をつくる，旗頭をつくる，まかないをする，などのような日常生活に蓄  

積され，知恵と工夫を加えた技能である。実際その技能は，個人のものであると同時に地域社会の  

ものでもある。つまり，技能，個人，地域社会という三者の関係は，伝承という働きかけによって  

つながれている。この場合，伝承は共同体内での相互学習と位置づけられる。   

沖縄の青年は，民俗芸能への関心から青年会へ入会すると述べた。その民俗芸能の学習は，年月  

と場数を重ねることが熟達への道とされるが，青年はその学習過程において，芸の「形」以外に何  

を学習しているのか。その習熟過程にこそ，現代の教育に欠けていて，しかも人間の教育にとって  

見過ごすことのできない教育的価値が見出されると考える。   

民俗芸能の学習過程において注目を向けたい点は，生田久美子氏が日本の伝統芸道の技能，つま  

り「わざ」（18）の習得過程に，学習者が目上の者の権威を認めるという価値的コミットメント，およ  
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びそれによって促される解釈の努力が介在していると指摘している点である。生田の論を要約する  

ならば，「『わざ』の習得とは単なる『形』の模倣ではなく，それを超えた『型』の習得に他なら  

ず，『わざ』の習得をめざしているいずれの世界においても，究極に目指すところは『型』の習得  

に，すなわち『形』をハビトス化すること，『わざ』固有の『間』を体得することに他ならない」（19）  

のであり，そして「型」の習得に至る過程で欠かせない要素とは，「世界への潜入」（20），つまり当  

の「わざ」の世界に学習者自身が身体全体で参入することであるという。   

したがって「わざ」を習得するとは，「形」の模倣から自らの主体的な動き，つまり自らの「塑」  

をつくっていくことであり，その前提には自らが信頼をおき，しかも「善いもの」として自ら同意  

する教師の存在と，歴史性をもった「わざ」の意味を実感として理解する学習者の解釈の努力が含  

まれているのである。この指摘は，地域の民俗芸能の伝承過程における初心者と熟達者の境界を理  

解する上で，多くの示唆を与えるものである。つまり，青年の発達と主体形成において，民俗芸能  

の習得は，その「形」の模倣を超えた，「型」を身体全体を通して認識することにあり，その学習  

過程には経験者の蓄積という歴史性を自らの日常生活との連続のなかでその「形」の意味を解釈す  

ることにほかならない。ただし，地域の民俗芸能の場合，日本の伝統芸道のように家元という確固  

とした「教師」が存在するわけではないし，「入門する」ということもない。さらには「教師」の  

模倣から「わざ」の習得という到達点以外に，「芸能を創造する」ことが，伝承文化においては重  

要な要素となっている。   

学習者は常に地域に暮らす青年を対象とし，教師とは，近所のおばさんや青年会のOBであった  

り，その芸能に長けた人が教授するのが普通である。そして今日の青年たちが新たに芸能を創作す  

ることは，これまでの伝統に現代という新たな価値を付加することであり，伝統を媒介としての創  

造の営みがなければ，伝承文化の連続性は保たれないのである。以下においては生田氏の論を基本  

的に踏襲しながらも，地域の共同性と民俗芸能の伝利こおける独自の教育的意義について考察して  

いく。  

ティナラテイ （2）手習いから，手ゆずりヘー青年と「わざ」，地域の共同性   
沖縄では芸能や三線における「わざ」の教授を「手習い」といい，手を介して習うことを重視し，  

一般的に手本や伝書などの媒体はない。芸能の「わざ」は，経験者の心と身体に刻まれ，手と手を  

介して伝承されるものである。ここでは，主に地域の豊年祭・村遊び，八月踊りにおける青年と  

「わざ」，地域との関係性について分析する。   

練習は，まず新入会員の場合，踊りの「形」を模倣することから始まる。ひたすら先輩の「形」  

を模倣し，繰り返すのである。そして一通り覚えたら次の芸能の模倣へと移る。そして何度も模倣  

することにより，身体を通して「型」を理解するようになる。つまり，教師の「形」を模倣するだ  

けでは，芸能の習得にはならず，それぞれの所作がもつ文化的意味合いを内包した「型」を習得す  

ることが，民俗芸能の「わざ」の世界へ踏み込む前提となっているのである。そして同時に学習者  

には，民俗芸能の「わざ」の世界への知的な認識活動が求められる。たとえば，学習者はなぜこう  
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いう形で踊るのかという必然性を，頭で理解するのではなく，自らの身体でもって納得していくし  

かない。その認識活動を高めるためには，教師である経験者との信頼関係の構築や創作者に対する  

想像力，これまで同じ踊りを演じてきた先行世代への尊敬という材料が，地域の共同性のなかに豊  

富に用意されている。換言するならば，「型」を大事にし，それを揺るがせにしないのは，先人の  

様々な思いがその「型」に形象化され，凝縮しているからにほかならない。  

「わざ」の習得は，認識活動を高めることを要件としていることからも，学校教育に見られる合  

理的な教授法は成立しない。日々の模倣・繰り返しという独特な教授法の背景には，学習者が「型」  

を習得するに至る学習過程を重視しているからともいえよう。青年会経験が長くなると，新しい踊  

りの習得には時間を要しないほど，「型」の身体的基礎学習が構築されていると捉えられる（21）。   

その「手習い」の場となる公民館は，日常生活の延長線上の空間のなかに，青年たちの稽古場が  

設けられている。そのことの意味は，公民館が，日常生活と切り離されずに「わざ」の世界に身を  

置く，潜入させることを意識的，無意識的に実践させる空間を形成していることにある。伝統芸道  

のような稽古場という空間は，日常生活とは質を異にしているが，公民館という地域の中心施設で  

練習することの意義は，大人から子どもまで誰もが立ち寄ることができる上に，指導・助言や交流  

をしながら，自らの成長ぶりを公に公開していることにある。つまり，「わざ」を習得する空間と  

地域の日常生活の空間との境界が不明瞭であるということは，様々な異世代が関わり合いながら，  

青年が「わざ」の世界の背景にある文化・歴史性に身を置くという教育的意義が意識的・無意識的  

に実践されているのである。   

このような青年会の芸能には，かならず「手ゆずり」（次の世代に譲ること）があることが，伝  

統芸道との違いであろう。それは青年会という組織が年齢によって限られた活動であり，そして必  

ず青年会を「卒業」することから，必然的に芸能の担い手としての役割も「手ゆずり」するのであ  

る。   

以上のように，民俗芸能を事例に「わざ」の学習過程を分析してきたが，それを含む地域の文化  

伝承とは，青年が地域のなかで「わざ」を獲得することにより社会化し，そしてその「わざ」を用  

いて何事かを遂行することで，個人と「わざ」，地域との関係全体が再生産されていくことを示し  

ている。  

（3）民俗芸能における青年の主体性－サニズ演劇発表会   

石垣市宮良青年会は，戦前の結成当初から地域自治と伝承文化の担い手のしての役割を果たして  

きた。時代と共にその役割に変化が見られるものの，表1に示したものが主な活動と役割である。  

公民館行事への協力をはじめ，とくに祭祀行事においては，棒技，獅子舞などを手がけ，各保存会  

との連携も重要な役割の一つである。たとえば，青年たちはサニズ演劇発表会の他に，イタシキバ  

キチイガン ラ，敬老会等で芸能を披露し，またカンドゥシイ（神年）に執り行われる結願祭では，奉納芸能や  
棒技に出演するだけでなく，祭り運営においても裏方としての役割が与えられる。   

なかでも終戟直後の活動から今なお青年会の中心的活動となっているのは，1947年に始まった部  
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落慰安行事を継承発展させた「サニズ演劇発表  

会」であり，2003年で54回を数える。サニズと  

は旧暦3月3日の浜下りをさし，そのころに素  

人芸能大会を始めたのが名称の由来であるとい  

う。終戦当時，石垣各地の青年会がこのような  

行事を行っていたが，今日まで伝承されている  

のは宮良だけとなった。   

2003年度の会員数は24人，会長をはじめ副会  

長，書記，会計の他に，総務部長，演劇部長，  

産業部長，文化部長，体育部長を役員として各  

活動が行われている。会員数の変動は，1991年  

度には42人，1997年度30人，2000年度27人，  

2001年度22人，2002年度17人と，各年度によっ  

て変動が見られるが，発表会の内容にはどの年  

度も格差は見られない。一人当たりの演目数を  

増やすことで解決でき，また祭りになると島外  

へ移動した青年が帰って参加することが多々あ  

表1 宮長音年会年間行事  

月  行  事  備 考  

公民館協力  1月 成人式  

青年会総会及び懇親会  

2月 サニズ準備取り組み  

3月 サニズ稽古開始  

4月 浜下り  

サニズ演劇発表会  

5月 母の日  

6月 父の日  

7月 ハト公園清掃・キャンプ  

8月 イタシキバラ  

夏祭り  

9月 敬老会  

10月 青年文化発表会稽古開始  

11月 青年文化発表会稽古  

12月 青年文化発表会  

忘年会及び役員会   

公民館協力  

婦人会協力  

公民館協力  

石青協協力  

表2 サニズ演劇発表会プログラムの変遷  

第54回（2003年）  第44回（1993年）   

団旗入場  演劇部長  

会長あいさつ  青年会長  

音年会歌  

乾杯の音頭  老人クラブ会長  

赤馬節  

激励のことば  公民館長  

鳩間節  

鴨緑江節（書生節）  

夫切の渡し（創作日舞）  

両夜花  

だれやめ  

演劇部長  

青年会長   

老入会長   

公民館長  

1．団旗入場  

2．会長あいさつ  

3．青年会歌  

4．乾杯の音頭  

5．赤馬節  

6．激励の言葉  

7．ションカネ～  

8．宮良エイサ～  

9．越ぬ花  

10．黒鳥口説  

11．ユイマール  

12．仲里節  

13．島唄  

14．あいさつ  

15．村あしび  

16．お礼の言葉  

0
 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
日
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
 
 

宮良小学校長   

石青協会長  

あいさつ  

「おもいで酒」  

あいさつ  

寸劇  

ザーレザーレザーレ  

モーヤー  

お礼の言葉  

万歳三唱  

赤馬会会長   

演劇部長  

演劇部長  

地区プロパー   
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るからである。   

このサニズ演劇発表会は，演劇部長を中心に取り組まれ，「団旗入場」と「お礼の言葉」は部長  

がその大役を担う。第43回と今年度開催された第53回のサニズ演劇発表会の演目を表2に示した。  

定番とされる「青年会歌」，「赤馬節」をはじめ多彩な民俗芸能の他に，毎年新たに創作した日舞，  

寸劇などを盛り込み，観客を飽きさせることはない。また，八重山芸能のみならず，沖縄の民俗芸  

能までも習得するなど，「わざ」の奥深さをうかがい知ることができる。   

2003年のサニズ演劇発表会は，4月19日に宮良公民館で開催され，参与観察を行った。公民館は  

窓枠をはずし，会場内外には席が設けられ舞台も華やかに飾られている。一品携行した地域住民が  

大勢公民館に集まり，青年のハレ姿を楽しみにしている様子であった。宮良に生まれた者のほとん  

どが通過してきた発表会，見る者・演じる者の境界はない。青年会歌は，老若男女誰もが知る伝統  

の歌である。会場全員による斉唱は，新人会員が踊りを披露し，青年会の一員になったことを地域  

住民に認知させる場の意味をもっている。青年の懸命な演舞が終わるごとに歓声が沸き起こり，寸  

劇では笑いが絶えない。公民館に入りきれない子どもたちは，窓の外から身を乗り出して見入って  

いた。青年のUターンが定着し，各地域の青年会が様々な活動内容を模索する中で，宮良青年会の  

発表会は，地域・多世代・歴史文化と結びつきながら，新しい青年文化を創造する好例として展開  

している。  

5．むすびにかえて一主体性に関する残された課題  

以上，沖縄の青年会で活動する青年たちが，幼少期における地域での生活文化体験を前提とし，  

民俗芸能の「わざ」を学習する過程から，地域と自己との関係を結びつける過程の実際をくわしく  

みてきた。地域の共同性に参加する過程，つまり青年たちが民俗芸能の「わざ」を獲得する過程は，  

地域の人々，歴史文化などの学習が状況的に埋め込まれていた。ところが，このような地域の伝承  

文化は再生産されるとはいえ，社会変動によって変化していくことは否めない。離島ではもはや島  

の青年だけでは民俗芸能の継承さえできないところもある。しかし，その変化に対して地域は，郷  

友会組織という「疑似共同体」がその伝承の一端を担うことによって，母村への主体的関わりを生  

みだしているといえる。   

青年の地域自治に対する役割は民俗芸能に特化されるわけではか－。本論では，特に民俗芸能の  

「わざ」についてのみ分析を試みたが，青年の主体性には，まずもって経済的自立が達成されなけ  

ばならないことは明白である。あえて本土で働こうとせず，アルバイトで生計を立てる青年が数多  

く存在する事実は，生活の質の貧しさを投影しているようにもみられる。しかし彼らの家族や親族，  

地域の共同性に価値をおく志向は，今日の人間関係不全によって閉塞状況にある日本社会に対して，  

「主体的に生きる」ことの本質を投げかけている。何をもって貧しさというのだろうか。沖縄の経  

済的自立に関する考察は，教育学の領域を超えた，米軍基地という日本の安全保障問題や，基地に  

依存する政治・経済構造，日本政府の相応と深く関わり，多くの研究者が問題を論じてきたところ  
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である。このような，地域自治ではもはや解決できないような政治・経済構造のなかで，様々な地  

域課題が生じており，沖縄の人々はそれらに直面しながらも，解決を図りながら生活せざるを得な  

いのである。そのよう別犬況下で，青年が民俗芸能を習得することは，換言すれば地域文化を守る  

闘いなのだと強調されてよい。少なくとも教育学が果たすべき課題は，経済的自立と青年の主体性  

の課題の他にも，地域の共同性の再形成や，地域生活における多種多様な「わざ」の習得分析など，  

人間が地域で主体形成をなしていく伝承の内実に関して，深めるべき課題がいくつも残されたまま  

である。   

現代社会は中央志向を見直し，地方分権，地方の個性，地方の文化を重視する「地方の時代」だ  

と言われている。そして，地方の時代においては，「モノ」より「心」，「ハード」より「ソフト」，  

「量」より「質」を大事にする価値観が重視される。その意味において，今日の子育て困難や青年  

の自立の課題に対応して，各地の伝承文化の価値を見直し，文化と人間の主体性と学習を結びつけ  

る沖縄の地域のあり方は，今後の地域教育を実践する上での重要な課題となろう。幸いにして沖縄  

には「古い伝統が残っている」と言われる。しかし，それは単なる伝承ではなく，人間が発達する  

ための主体的，積極的な文化創造を可能にする「残し方」でなければならない。  

註   

（1）中西信夫，文沢義永，関崎一『沖縄の青年』福村出版，1971年 48頁  

（2）『海南時報』1946年1月25日付  

（3）琉球政府文教局『琉球史料（第三集）』1958年，20頁  

（4）たとえば1946年から1947年にかけての主な活動は，まず部落集会所の建設に始まり，修養会   

や体験・意見発表会の開催，部落内の班対抗運動会の開催，朝起会による清掃作業の実施，部   

落慰安行事の開催，産業品評会の開催などであった。終戦直後ということもあって，「修養会」   

や「部落慰安」のような戟前色を残した語嚢が見受けられる。石垣市，竹富町，与那国町各教   

育委員会『戦後八重山教育の歩み』1982年，662～663頁参照。  

（5）単位青年会実態調査表，戦後八重山教育の歩み編集委員会『戦後八重山教育の歩み』1982年  

721頁  

（6）松島泰勝『沖縄島惧経済史一一二世紀から現在まで』藤原書店，2002年 238頁  

（7）札人とは，満15歳以上49歳以下の男性をさし，戦前の人頭税はこの札人に穀税が賦課された。   

そして，各人の納額は板札に記載されて通告されたため，この年齢の男性を札人と呼ぶように  

なった。  

（8）たとえば宮良で1968年生まれの場合，同期生が28人，高校進学時に2人が沖縄，東京へ就職  

し，高卒後島に残ったのはわずか5人，進学・就職で21人が島を離れた。そのうち20歳で島に   

戻ったのは6人，現在は18人が島に戻り住んでいるという。  

（9）たとえば1967年の沖縄全住民の収入と本土との差は，＄497村＄930で約半分の格差があり，  
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離島から沖縄へ，沖縄から本土への人口移動は必然的であったといえる。  

（10）1976年度における沖縄から本土への季節労働者は，職安の管内別にみると，那覇が1，480人，   

沖縄1，030人，名護420人，宮古340人，八重山90人となっており，八重山から本土への移動は，   

他の地域に比較すると地理的条件を勘案しても，かなり少ないことが分かる。  

（11）田本匡哉「島と夢」（大阪府東淀川区在住），『八重山毎日新聞』のホームページ特集「本土   

発～石垣へ一島の若者たちからの発信」   

http：／／www．cosmos．ne．jprmainichi／weekly／hondohatsu／  

（12）たとえば八重山高等学校の場合，2002度の卒業者309名に対し232名が進学を選択し，離島率  

は75．1％と高い。  

（13）宮良における郷友会の規模は，母村である部落会が325世帯，在神宮良郷友会は407世帯，宮   

良赤馬会（石垣市中心部の郷友会）88世帯，関東宮良郷友会142世帯，関西宮良郷友会37世帯，   

東海地区宮良郷友会5世帯が加入している。それぞれの郷友会では，居住地は別としても宮良  

という母村を中心に相互扶助関係を保っており，宮良という帰属意識で強固に結ばれている。   

なお世帯数は1999年11月現在。宮良郷友会会員名簿第7号を参照した。  

（14）なお郷友会における論考は，拙稿「郷友会の文化活動と教育的機能に関する一考察」『九州   

大学大学院教育学研究紀要第5号（通巻第48集）』2002年，を参照されたい。  

（15）浦添市内間青年会への調査は2001年9月に実施したもので，会員56名から回答を得た。八重   

山諸島については，多良間島，与那国島，石垣市双葉青年会，宮良青年会，大浜青年会，川平   

青年会に2003年8月から現在進行中の調査であり，11月現在で会員31名から回答を得たものを  

対象としている。  

（16）同様な調査として，1974年3月に財団法人沖縄協会から発表された「沖縄出身本土就職青少   

年に関する意識調査報告書」がある。同調査は県外に就職し在住する687人を対象としており，   

それによると「郷里に帰りたい」と答えたのが76％であり，その理由は次の通りであった。今  

日のUターンした青年の理由と比較してもさほどの違いが見あたらないことがわかる。   

1．親，きょうだい，親戚のいるところが何となく安心  49．3％  

2．技術・技能を身につけたら郷里でそれを活かしたい  35．5％  

3．郷里の方が生活しやすい  30．7％  

4．結婚するのは沖縄の人がいい  20．1％  

（17）本調査は，石垣市青年団協議会主催の「第16回石垣市青年文化発表会」（2002年12月14日）   

に来場した市民を対象に行った調査結果である。回答者は119人である。なお，詳細な調査結   

果の分析は，拙稿「八重山諸島における青年の労働・生活と青年会活動一現代青年と集落に関   

する覚え書き－」，『沖縄の字（集落）公民館研究』第1集，平成14年度文部科学省科学研究費   

補助金基盤研究B（1）研究成果報告書・その1（研究代表者：松田武雄），2003年2月を参照のこ  

と。  

（18）生田氏の述べる「わざ」とは，一義的な技術或いは身体技能としての「技」に狭く限定され  
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るものでなく，「技」を基本としてなりたっている，まとまりのある身体活動においてめざす   

べき「対象」全体を指し示している。  

（19）生田久美子『「わざ」から知る』東京大学出版会，1987年107頁  

（20）ここでいう世界というのは，ある特定の集団への参加の形式ということになる。  

（21）ちなみに，21歳から25歳までの4年間に青年会を経験したある青年の聞き取り調査（2002年   

10月25日）によると，彼がその間に習得した芸能は以下の30演目であった。1．いちゅび小，  

2．赤馬節，3．浜千鳥，4．上い口説， 5．アカマタ節，6．揚古見浦，7．仲里節，8．   

繁盛節，9．ツンダラ節，10．デンサー節，11．めでたい節，12．固み節，13．ヨーホ一節，   

14．古見浦，15．鷲の鳥節，16．自保節，17．安里屋ユンタ，18．宮良川節，19．南嶽節，20．   

揚作田節，21．かぎやで風，22．八重山上い口説，23．トマタ節，24．鳩間節，25．久高節，   

26．高那節，27．マミトーマ，28．黒鳥口説，29．山人らば，30．貫花。  
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AStudyofLocalCulturalActivityinOkinawa：Withparticularreferenceto  

itsrolesinpromotinglocalcohesivenessarLdindependenceofyoungpeople  

ChiakiYAMASHIRO   

Thispaperexaminestherolesofculturalactivitiesundertakenbylocalyouthgroupsin  

PrOmOtingthespontaneityofyoungpeopleinOkinawa・Thepaperfocusesparticularlyonthe  

groups．handingdownofthetraditionoffolkartsandanalyzeshowthisactivitycontributes  

tothecultivationofthespontaneityofyoungOkinawanpeople・Atthesametime，theimpact  

Oflocalhistory，Cultureandsocialchangesarealsodiscussedinthepaper．   

Generallyspeaking，yOungOkinawanpeople are hometown－Oriented andseek ajobin  

Okinawa・Evenamongstthoseyoungsterswholeavetheirislands，OrShima，atOneStageOf  

theirlife，manyWishtocomebacklatertotheirnativeislands，Orumarishima，andsettlethere  

fortherestoftheirlife・Thepaper，sorlglnalaimwastofindanexplanationforthissponta－  

neousdecisionmadebymanyOkinawanyoungpeopletoreturntotheirnativeislands，andto  

illustratehowthiswilltoreturnwasnurturedintheirlocalcommunity．   

TheunemploymentrateofOkinawahasconsistentlybeenabovethenationalaverage，in－  

deed，COnSistentlyrecordingtheworstfigureinJapansincethearchipelagosreversionto I   

Japanesesoverelgntyin1972・Lookingfromadifferentangle，however，Okinawapotentially  

hasagreatsupplyofyounglaborincludingnewgraduatesandthoseyoungpeoplewhowish  

toreturntOtheirlocalcommunities・TheprefecturalincomeforOkinawacanbemisleading  

becauseitdoesnotnecessarilytakeintoaccountthehighbirthrateinOkinawawhichtends  

tocauseahighunemploymentrate，anddoesnotreflectthesenseofhighcontentmentorsplrl－  

tualrichnesssuchas‘3）uimahru’seeninOkinawa．Infact，althoughyoungpeoplesometimes  

leavetheircommunitiesduetofinancialmotives，anincrLeaSingnumberofyoungpeoplehave  

beenchoosinglifeintheirhomecommunities，Preferringculturalrichnesswiththeirfamilies  

andrelativestomaterialisticriches．ThisisdespiteconcernsthatOkinawa‘couldbecomethe  

mostunderpopulatedareainJapan，duringtheperiodofeconomicemlgrationwhenmany  

youngpeoplesoughtjobsonthemainlandjustbeforethereversion．Thenumberspreferring  

islandtomainlandlifeincreasedinspiteoftheaimsofthe‘looktothemainland，policylnOP－  

erationafterthereversion．   

Asmentionedabove，Okinawaisequippedwiththehumanresourcesthatarerequiredfor  

itsendogenousdevelopment・Ama］OrChallengeisthedevelopmentofthesehumanresourCeS：  

howtomakebestuseOfthepotentialtalentsofthoseyoungpeople，andencouragetheir  
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spontaneousinvolvement．Inaway，theincreasednumberofyoungreturneeStOOkinawamay  

beanexpressionoftheirlovefortheirhomeland．InorderforOkinawatoachievespontane－  

ous，autOnOmOuSandsustainabledevelopment，WhileaddressingtheissuesoftheU．S．military  

bases，andinconsiderationofOkinawanhistoryandculture，StrOnghumanrelationshipsand  

mutualsupportamongresidentsneedtobere－eStablishedinthelocalcommunities．Aboveall，  

theactiveinvoIvementofyoungpeopleinlocalpoliticsisindispensable．   

Thepaperdiscussesindetailyouthgroupactivitiesandthecommitmentofyoungpeople  

thatcanaccommodatetheneedsandchallengesoflocalcommunities．Specifically，thecommu－  

nityofYaeyamaistakenasacasestudy．Theyouthgroupactivitiesandcommunitycohesive－  

nessinYaeyamademonstrate whatkinds ofroles youngpeople can play．The paper also  

analyzes，byreferrlngtOthesocialchangesundergoneinpostwarOkinawa，howthedegreeof  

youngpeople’scommitmenthaschanged．Atthesametime，thepaperarguesthatitisanedu－  

cationalchallengetoensurethatyoungpeopleareacqulringtheskills，OrWaZa，Oftheirlocal  

forkarts，andbecomeactivelyinvolvedintheprocessofpreservlngandinheritingthetradition  

oftheirlocalcultures．  
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